
  

アルビレックス・レーシング・チーム 

PRESS RELEASE    

2016/4/5   

スーパーFJ 富士シリーズ第 1 戦 

CAR No.35              CAR No.36                CAR No.37 

 

飯野 翔也                  草野 貴哉               小村方 喜章 

アルビビヨンド GIA ED       アルビ GIA玉三郎 10VED   アルビメークウィナー湯田上 ED 

 

草野選手 4 位、小村方選手 5 位でダブル入賞達成！！ 

 

4 月 2日(土)予選・決勝 

富士スピードウェイ  １LAP＝4.563km   出走：11台 

決勝結果：草野選手 4位入賞  小村方選手 5位入賞  飯野選手 9位 

予選結果：草野選手 2位    小村方選手 6位    飯野選手 8位 

 

 

■13時 28分決勝スタート 

天候：曇り  コース：ドライ＆セミウェット   

 

 草野選手は予選開始後トップタイムをマーク。

ポールポジションも見えたが、最後に他車両にラ

ップを更新されるも、自身初のフロントローを獲

得。小村方選手は 6番グリッド、初参戦の飯野選

手が 8番グリッドを獲得した。 

 迎えた決勝、オープニングラップから草野選手

は予選の速さを見せられず、一時は 5番手ま

で後退。他車のスピンにより自己ベストとな

る 4位入賞を決めた。小村方選手が草野選手

に続いて5位に入りチームとしてダブル入賞

を達成。飯野選手はスタートでエンジンスト

ールしてしまったものの、自力で 1台パスし

て 9位でチェッカーを受けた。 



○飯野選手コメント 

 初参戦でしたがいきなりやらかしてしま

いました。それでも何とか 1 台パスできた

のはよかったです。次はスタートを失敗し

ないようにして入賞を狙っていきたいです。 

 

○草野選手コメント 

 まずは開幕戦で表彰台を逃したことが悔

しいです。次戦は今回出た改善点を直して、

優勝争いできるよう準備していきたいと思

います。 

○小村方選手コメント 

 2年振りにフル参戦することになりま

した。今回は 5位入賞という結果でしたが、

富士でも表彰台に立てるように頑張りま

す。 

 

○中村監督コメント 

2016 年度の富士シリーズもいよいよ開

幕を迎えました。今年は昨年に引き続き草

野選手、2014年度東北 3位の小村方選手、

新人の飯野選手というメンバーです。富士

シリーズディフェンディングチャンピオンチームとしてチャンピオンを狙って参ります。 

飯野選手は急遽参戦が決まりまして、走れば走るほどタイムアップしています。フリー、

予選、決勝とドンドン早くなりました。新人らしからぬ冷静さを持っているので今後期待

します。 

小村方選手は予選決勝とも流れは大変良かったのですが、体力なのか、タイヤマネージ

メントなのか後半がつらくなります。今後トップ争いをするには後半の戦い方が重要な課

題となるようです。速さはありますので近

く表彰台は可能と思います。 

草野選手についてはアルビ RT のエース

車両を託され、予選は 1 分前までポールで

したが、最後に 0,107 差で獲られ 2 番手で

した決勝は前半のスピードが無くズルズル

と落ちてしまいました。草野選手は前半の

スピードが課題となりました。 



総じて富士開幕は最悪の中の最善でおわりました。シリーズ獲得に向けチャレンジしま

す。今後とも宜しく御願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Zip Auto ・東栄ボディー ・堀モータース ・関根車体 ・ときや旅館 


